































れ関係者 5名（国際交流団体ボランティア 2名、留学生受入担当教師 1名、ホストファミ















































































































































性　別 来日時の年齢 出身国 母　語
A 男性 17歳 スイス ドイツ語






















































































































































































































































































































































































































  1  エイ・エフ・エス日本協会やロータリークラブ等の国際交流団体が交換留学生の受け入れや派遣
を行っている。
  2  本研究では、海外の中等教育機関に在学、あるいは卒業し、民間の国際交流団体などを通じて日
本に来日し、約１年間ホームステイをしながら日本の高等学校に通う留学生を対象とする。
  3  2002年 3月～ 2003年 2月まで日本に滞在した高校留学生で、筆者が日本語指導を担当したのは
2002年 9～ 2003年 2月までであった。















  7  課題が実施されなかった 5月ごろ、高校留学生 Aはストレスを感じていたことが授業観察から
感じられた。詳細については拙稿（稲葉 2004）を参照。
  8  週 2回のうち、残りの 1回は、Rに関しては本人の希望で日本語能力検定試験の練習問題を行い、
Aに関しては課題の際に使用した語彙や文型の復習、また Aからの質問（文法事項や漢字）に
対する説明を行った。他の 2名は、レポート作成と漢字の指導を行っていた。
  9 詳細は拙稿（稲葉 2004）「4．授業案の実施と授業観察による調査」参照。




 11  春原（1992）は、学習者が日常の生活の中で学習を展開させていくためには「場のネットワーキ
ング」と「知のネットワーキング」が必要であり、「場のネットワークが継続・展開・活性化す
るためには、双方向の学習の可能性が保障されていなければならない」（春原 1992：18）として
いる。
